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USBホスト機能を使えば 
いろいろなデバイスを接続できる
● 今回やること…マウスやUSBメモリをつない
でみる

本連載で使用している基板は，ラズベリー・パイ
Pico（以降，Pico）に市販のArduinoシールドを接続可
能にします．PicoのUSBコネクタにUSB OTG（On-
The-Go）ケーブルを接続すれば，そこにいろいろなデ
バイスを接続できます．そこで今回はPicoにUSBキー
ボードとマウスを接続します．また，USBメモリを
接続して，ストレージ替わりに使えるようにします．

　USBメモリに書き込んだログ・データは，PCから
簡単に取り出せるようになります．

● 電源は頒布基板経由でPicoに供給する
PicoをUSBホストとして動かす場合，Pico本体の

USBコネクタはデバイス接続用に使用するため，電
源は頒布基板のUSB Micro-Bコネクタから供給する
必要があります（写真1）．
　通常，Picoは本体のUSBコネクタのVBUSを通して
供給される5Vを電源として起動します．PicoをUSB
ホストとして動かす場合，逆に本体のUSBコネクタ

＜サポート・ページのお知らせ＞ 
本連載に関する情報やダウンロード・データを掲載しています． 
https://interface.cqpub.co.jp/fmp/

ダウンロード・データあります
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写真1　今回やること…PicoをUSBホスト化していろいろなデバ
イスを接続する
写真はUSB OTGケーブルを使ってUSBメモリを接続している様子
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